
令和２年度使用教科用図書  答申資料（第４地区） 

 

 

 

図画工作 開隆堂（開隆堂出版株式会社） 

総 評 

主体的・対話的で深い学びが実現できるように題材ごとに活動の方向性やめあてが

明確に示されている。 

図画工作科の領域がバランスよく配列されており、学年の発達段階に応じて発想や

構想に関する思考力、判断力、表現力を育成するための手立てが示されている。 

黄色と黄緑が並んでいるなど、ユニバーサルカラーになっていないところがあるの

で、指導の際には配慮を要する。 

造形遊びの取り扱いが中学年、高学年で少ない。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教 

育振興基本 

計画等との 

関連 

○ 主体的・対話的で深い学びが実現できるように題材ごとに活動の方向性やめあて

が明確に示されている。③ 

○ 学年の発達段階に応じて発想や構想に関する思考力、判断力、表現力を育成する

ように題材ごとに学習のめあてが 3観点で示されている。④ 

２ 内容の 

取扱い 

○ 材料や用具の安全な扱い方の注意、片付け方が示されている。⑦ 

○ 題材ごとに取り扱う材料用具が明確に示されている。⑦ 

○ 身近な児童の作品を例として提示することで造形意欲を高める題材がみられる。

（3・4年下 P.31）②③ 

○ 全学年の作品例の横に紹介文があるので作者の思いがわかりやすく、自分の見方

や感じ方を深められる。③ 

３ 外的要素 

○ 写真が大きく余白も大きいため児童にとって読みやすい。②④ 

○ 表紙のタイトルの言葉やフォントが工夫されており、児童の興味を引き付ける。

①② 

４ 構成 

・配列 

○ 図画工作科の領域がバランスよく配列されている。① 

○ 学年の発達段階に応じて系統的な題材選びがされている。① 

５ 資料 

・その他 

○ 全学年に工作で「ひらめきコーナー」があり、身近な素材である紙の操作が系統

立てて紹介されている。② 

○ 5・6年下（P.47）では、キャリア教育と小中連携に関する活動例を示している。

①② 

○ QR コードで作品例や材料・用具の取り扱い方が動画で見られるので、活動のヒ

ントになる。また、巻末にも「造形の引き出し」のページに写真でわかりやすく紹

介されている。② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教 

育振興基本 

計画等との 

関連 

○ 道徳教育との関連に具体性が乏しい。⑤ 

２ 内容の 

取扱い 

○ 1・2年上「いろいろならべて」と、3・4年上「あみあみ大さくせん」3・4年下

「わくわくネイチャーランド」では材料をその後使用する事が難しい。④ 

３ 外的要素 
○ 黄色と黄緑が並んでいるなど、ユニバーサルカラーになっていないところがあ

る。（1・2年下表紙、P.34 題字、3・4年 P.28）③ 

４ 構成 

・配列 

○ 他教科との関連が教科名だけで、明確でない。① 

○ 造形遊びの取り扱いが中学年、高学年で少ない。① 

５ 資料 

・その他 
○ QR コード記載ページがわかりにくい。① 



令和２年度使用教科用図書  答申資料（第４地区） 

 

図画工作 日文（日本文教出版株式会社） 

総 評 

身近な材料・作品から造形意欲を引き出すことで、児童が主体的に取り組むことが

でき、生活の中に学びをつなげる工夫がなされている。造形意欲を高める題材が示さ

れている。 

発達段階を考慮し、児童の興味・関心を高め、イメージを膨らませながら、多様な

表現を引きだすことができるよう、系統的に題材選びがされており、豊かな表現力を

発揮できるよう工夫されている。 

対話的場面が多く取り上げられ、授業改善につながる構成になっている。 

資料について説明的な文章が多く、児童の自由な鑑賞の妨げになる可能性がある。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教 

育振興基本 

計画等との 

関連 

○ 児童が主体的に取り組む意欲を高める題材が示されている。③ 

○ 発達段階を考慮し豊かな表現力を発揮できるよう工夫されている。④ 

○ 対話的場面が多く取り上げられ、授業改善につながる構成になっている。③ 

２ 内容の 

取扱い 

○ 身近な材料を取り扱い、その形や色から造形的な視点で表現が広がる題材が取り

上げられている。①②（1・2年上 P.48 等） 

○ 模範的な作品を取り上げるのでなく、身近な作品を提示することで造形意欲を高

める題材がみられる。②③（5・6年上 P.46 等） 

○ 新材料で発想を広げ活動を楽しむことができる。(3・4年上 P.50 等) 

○ 工夫してつくり出す喜びとそれを楽しむ題材が示されている。④（3・4年下 P.12

等） 

○ 造形物を使うことで生活の中で色や形と豊かにかかわることができる。①（5・6

年上 P.24 等） 

○ 「ひらめきポケット」は行為・活動をテーマにユニークな視点で発想の広がりに

つながることが期待される。③（1・2年下 P.34 等） 

○ 児童の興味・関心を高め、イメージを膨らませながら、多様な表現を引きだすこ

とができる題材が工夫されている。②③（全） 

３ 外的要素 

○ 表紙に児童の絵が用いられ親しみやすい。① 

○ 写真が鮮明で多くわかりやすい。③ 

○ 題材名の色やフォントにも工夫がみられる。② 

４ 構成 

・配列 

○ 教科横断的な視点で題材が工夫されている。① 

○ 学年の発達段階に応じて系統的な題材選びがなされている。① 

○ 図画工作科の各領域がバランスよく配列されている。① 

５ 資料 

・その他 

○ 巻頭見開きページの「教科書美術館」の写真資料は生活の中の色や形に焦点をあ

て児童の意欲を高めている。② 

○ 巻末には学年に応じた材料用具の扱いが丁寧に示されている。① 

○ 身近な美術作品の取り上げ方が的確である。② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教 

育振興基本 

計画等との 

関連 

○ 道徳教育との関連に具体性が乏しい。⑤ 

２ 内容の 

取扱い 
○ 表現と鑑賞の相互の関連が理解しにくい⑥ 

３ 外的要素 ○ 特に高学年ではフォントが小さめで読みづらさがある。② 

４ 構成 

・配列 
○ 教科横断的な視点での構成が十分とは言えない。① 

５ 資料 

・その他 

○ 資料について説明的な文章が多く、児童の自由な鑑賞の妨げになる可能性があ

る。② 


